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まずは交流から�

�

　　　　　私も合併は「まちづくり」
　　　　　の一つの手段だと思ってい
ます。この機会に「まちづくり」を改
めて見直すチャンスとも捉えています。
そこでは何をするのかが重要になって
くると思いますが、行政と地域のパイ
プを構築し、住民の声を聞く政治を行
なう必要があ�
ると思ってい�
ます。�
�

　　　　　町長室にこもってしまうと、
　　　　　住民の声を聞く機会が減っ
てしまいますので、昨年から住民の生
の声を聞く機会を設けるようにしてい
ます。小さな町だからこそ出来る事な
のかもしれませんが、町内会単位など
で住民の皆さんと対話しながら、様々
な意見に耳を傾けています。また、今
年は町職員全員との対話も考えていま
す。�
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換会は欠かせないと思います。そこに、
多くの住民の皆さんが参加し､活発な
意見交換をすることは、広域合併そし
て「まちづくり」の第１歩だと言える
のではないでしょうか。��
�
�
�
　地方自治の自立が求められ、地方の
時代が叫ばれ始めてから、随分と時が
経過したように思えます。大切なこと
は､「いかに住民の声が行政に届き､そ
れがダイレクトに反映してゆけるか？」
ということではないでしょうか。そう
いったシステムづくりを、いち早く取
り入れてゆくことは「広域合併」にお
いても重要だと考えます。そのために
も､まちのあちこちの話題に上る幾多
の声を拾い集め、住民がそれらを協議
できる市民会議が必要です。そして、
そこで出された意見を行政がどのよう
に反映させてゆくのか？みはらもまだ
まだ多くの課題を残していると感じま
す。�
�（社）三原青年会議所は、市民会議に
ついて､そしてその声を行政に反映さ
せるシステムづくりについて、今後調
査･研究を重ねてゆきたいと考えてい
ます。�
�

地としての様々な事業を行なってきま
した。しかし、現在は経済の硬直化の
ため新しく観光施設等を造る事は難し
いと思います。また、観光だけでなく、
「町民が住みやすいまち」を念頭に置
いて色々な政策を行なってきています。
地場の産業、例えば柑橘産業のサポー
トなども、ソフト面においてバランス
良く行ってゆきたいと考えています。�
�

　　        「しまなみ海道」が開通して
　　　　　3年が経過しました。瀬戸
田町では、観光・産業面において3年
前と比較してどのような変化がありま
したか？また、この3年間の、政策と今
後の将来像についてお聞かせ下さい。�
�
　　　　　これまでは、前任者からの            
　　　　　引継ぎの事業も含めて、「し
まなみ海道」の開通をにらんで、観光�
�

　　　ださい」と言われても腹を割っ
　　　た話はしにくいのではないかと
　　　思います。まずはお互いの顔を
　　　知り、町を知り、考え方を聞くこ
とから始めてゆかなければ良い結果は
生まれないと思います。�
�
　　　　　そこでは当然、住民同士の
　　　　　交流も必要になってきます
ね。住民一人ひとりが、まちづくりを
行政まかせにするのではなく、自ら行
動して、相手を知り、考えてゆかなけ
ればならないと思います。行政の効率
化も大切な事ですが、まず「人」を第
一に置いて進めてゆかないと良いまち
はつくれないですね。�
　本日のお話を参考に、我々もより良
いまちを目指した次のアクションを起
こしてゆきたいと思います。�
�
自分たちの地域（まち）の将来を、
自ら考え、議論を重ね、住民の声を
合併問題に反映させることが大切で
す。住民参加・協働のまちづくりを
行えるシステムの構築を目指して、
今後も活動してまいります。�

　　　　　素晴らしいお考えですね。
　　　　　住民、そして町職員の声を
首長自ら聴いてゆく事は非常に大切な
事だと思います。町長さんのお考えの
中で、どこと合併をするのかは別にし
て、合併後はどのようなまちになった
ら良いとお考えですか？�
�
　　　　　どこの町もそうだと思いま
　　　　　すが、やはり地場産業の振
興と住民への福祉が柱になってくるの
ではないかと思います。�
�
　　　　　それでは将来、合併をする
　　　　　 にあたって、実務として今、
やるべき事は何でしょうか？�
�
　　　　　まずは、交流を持つ事が大
　　　　　切だと思います。例えば現
在、三原市と瀬戸田町の職員同士では、
殆どつながりはありません。いきなり
合併について「職員同士で対話してく�
�

瀬戸田町民が主役のまちづくりを推進�

合併を考える時期がきた�
�　　　　　昨年末、三原市では市長選

　　　　　挙において五藤新市長が選
ばれました。五藤市長の公約にもあり
ますが、今年はますます広域合併が重
要なポイントになってくるのではない
かと思います。瀬戸田町では、昨年末
に住民に対して広域合併の意識アンケ
ートが行われ、その結果41.6％の方が
本郷町・久井町・三原市との合併を望
むという結果が出たと聞いております。
それを受けて町長としてはどのような
お考えをお持ちですか？�
�
　　　　　任意の合併協議会が設立さ
　　　　　れ、1市3町の皆さんと議
論しながら明確になってゆく部分も多
いと思いますが、瀬戸田町がどことの
合併を望むかについては未決定ですの
で、この場で私の考えを述べる事は出
来ません。ただ合併によって行政の効�
率化をはかるだけでは、意味が無いと�
も思えますが、新しい時代は確実に来�
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　住民による合併を考える会の中に、「分科会」による
活動がスタートしました。16日に開催された合同分科
会で、各分科会のテーマが決定し、住民の視点からの「合
併」そして「まちづくり」について、現在、福祉・環境、
まちづくりシステム、財政、教育の4つのテーマ（分科会）
で、「まちづくり」に関する様々な議論がされています。
もちろん、この他に新しい分科会（情報公開など）を作
って参加されても結構です。�
�
�
「安心して暮らせる活力あるまち」をつくるには、住民
と行政が協働で課題に取り組む「しくみ」が必要です。
まちづくりのシステムづくりにあなたの意見を生かしま
せんか。入会歓迎します。��
�

�
�
合併は『いきいき家計簿…一円玉大きく書いてみんな笑
顔…』を目指し、現在5名のメンバーが週１回集まって、
1市3町の財政がどんな状況であるかを分析し、提言し
ょうとしています。�
�
�
“寝たきりゼロをめざして、住民参加の福祉・環境社会”
をテーマに現在7名のメンバーで活動中です。近々、実
践すべき活動項目をまとめ、必要なことは行政側にも提
言したいと思っています。�
�
�
「私たちのまちに生まれ育ってゆく子供たちに対し、自
信と責任の持てる教育を」をテーマにさまざまな立場か
ら考え、行動してゆきたいと思っています。�

去る１月22日（火）、三原市中央
公民館にて、「第2回住民による合
併を考える会」が開催されました。
今回は五藤康之三原市長をお招きし、
勝村座長との対談形式で、行われま
した。対談の中では、五藤市長によ
る冗談に、笑いも飛び出すなど、我々
のニューリーダーの意外な一面も見
えた楽しい対談となりました。�
また、後半の「各�
分科会によるアピ�
ールタイム」では�
分科会のリーダー�
や参加者による質�
問や意見も活発に�
出るなど、有意義�
な会となりました。�
�

　今年1月1日付で三原市役所の企画
室に「合併推進係」が設置され、5日
には5000部の「住民アンケート」が
三原市内に配られたことなど､五藤市
長より「広域合併」に関する現在の進
捗状況が報告されました。��
　この「合併推進係」は、三原市とし
ては初の広域合併の専門部署で､現在
は1名の職員を配置、今後は早期に数
名の専門員を配置したいとの考えを示
されました。�
　また、全国各地の広域合併では、も
はや常識となりつつある「住民アンケ
ート」が行われ、現在集計･分析作業
に入っていることや、アンケート内容
の活かし方についてもお話しされ､平
成17年春の時限立法期限に向けて三
原市も、いよいよ広域合併への動きが
加速してくるでしょう。�
�

広域合併にむけての�
進捗状況は？�
　�

気になる任意の�
合併協議会メンバー！�

期待します！�
タウンミーティング�
�

求められる三原市の�
リーダーシップ�
�

住民・行政協働型の�
会議システムを�

�

�

　また、「任意の合併協議会」設立に向
けて、合併推進係を中心に、本年6月設
置を目指して準備を進めているとのこ
とでした。「新市の名称」をはじめとし
て、「住民負担・行財政サービス」や「住
民福祉・環境の向上」など新市の運営
に影響のある全てを対象として、現在
具体的な骨格について検討が始まって
おり、広域合併推進へ本腰が入っている
状況が伺えました。今後、ますます三原
市のリーダーシップが問われそうです。�
�
�
�
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「住民による合併を考える会」では参加者大募集！�「住民による合併を考える会」では参加者大募集！�
�

「住民による合併を考える会」は、1市3町（三原市、久井町、本郷町、瀬戸田町）の広域合併を切り口に、様々な
まちづくりについて考えている市民会議です。現在､参加費は1会議ごとに100円とし、年齢や性別など、入会資格
は特にありません。さまざまな視点で私たちの地域（まち）について一緒に考えてみませんか？�

【場　  所】�
  三原市中央公民館�
（三原市円一町2－3－1）�
【応募及びお問合せ先】�
　住民による合併を考える会事務局�
 三原市皆実4－8－1�
（社）三原青年会議所　事務局内�
【電　 話】0848-63-3515�
【F  A  X】0848-62-1141��
【Eメール】�
   info@mihara-jc.com��
【担　  当】地域主権実践委員会�
　　　      （平野、小林）まで�
�

分科会　まちづくりシステムチーム�

分科会　財政問題チーム�

分科会　福祉・環境チーム�

分科会　教育チーム�

  2月22日（金）�
 18:00～20:00�
�

【日時/時間】�
�

第3回「住民による合併を�
考える会」開催�

�

　　　　　　　ていると感じています
　　　　　　　ので、遠からず「合併」�
　　　　　　　をしなければならない�
　　　　　　　と考えています。「新
しいまちを何の為につくるのか？」「何
を求めていくのか？」その結果、「住
民にとって、どんなメリットがあるの
か？」といった事についても煮詰めて
ゆく必要があるのではないかと思いま
す。�
　私が青春を過ごした昭和30年代は、
向こう三軒両隣り、付き合いが深く、
しっかりとした地域コミュニティが存
在する時代でした。現在は地域の結束
力も希薄化傾向になってきており、合
併を機会に地域コミュニティについて
も再構築してゆく必要があると考えて
います。本年4月より、小・中学校に
完全週5日制が導入されますが、そう
いった地域コミュニティは、教育面に
おいても役割を果たす機会が増えてく
る事が予想されます。ボランティアや
NPO等も含めて、地域コミュニティに
ついても考える必要がありそうです。
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　五藤市長は、任意の合併協議会の中
に住民の代表者数名をメンバーとして
参加させたい意向があるとのお話でし
たが､現段階では断言はできないので、
1市3町による慎重に協議の上で決定
してゆきたいとのことでした。��
　現在考えられるメンバーとしては、
1市3町の首長及び関連の職員、議員
代表者、学識経験者などが挙げられま
すが、住民の声を反映した合併を進め
るため、さらに協議内容を住民に透明�
化するためにも、1人でも多くの一般�
�
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住民が任意の合併協議会に参画できる
状況づくりを進めなければ五藤市長の
言う「行政と住民とが協働で行うまち
づくり」とは全く無縁になるように思
います。�
�
�
�
�住民の声を反映できる広域合併への
積極的な取り組みの一つとして、3月
末より各中学校区を括りとした「タウ
ンミーティング」を開催したいとのこ
とでした。この地域に則した合併を推�
進するためにも、住民と行政の意見交�

　平成17年3月の合併特例法期限切れまで残り3年余りとなった今、全国
各地あらゆる地域で市町村の合併論議が繰り広げられています。我々の住
む三原市、本郷町、久井町、瀬戸田町においても例外ではなく、合併に関

するフォーラムや住民アンケートが実施され、ま
すます合併への関心度が高まってきています。�
　広島県が提示した合併パターンで本郷町・久井
町・三原市と枠組みを同じくする瀬戸田町で「合
併に関するアンケート」が行われ、昨年12月末
にその結果が公表されました。�
　そこで、（社）三原青年会議所伊達護理事長は、
柴田瀬戸田町長をお訪ねし、アンケート結果の検
証、また、今後の合併に対するお考えを伺いまし
た。�
�


